
※上記はAモードでの設定ですがBモードで設定するときは、右or左｢短押し｣で
Bモードに切替後、上記同様に設定ください

kPaＯＦＦA

kPa

初めにEVC-S本体のON⇔OFFの確認をしましょう

ＯＮ

★まずは目標とするブースト圧に近づけましょう

クイック・マニュアル

スイッチ真ん中｢長押し｣でON⇔OFF

スイッチを｢左長押し｣でブースト設定モードへ

OFS

A

SET

%

初期値が10%に入力されております。
0～100%の範囲で調整可能です。

オフセット値設定(OFSが表示されます)
ここで大きな数字を入力するとブースト圧が上がります

スイッチ上を押すと数字が大きくなります(ブースト大)

スイッチ下を押すと数字が小さくなります(ブースト小)

数値を決めたら｢左長押し｣で決定!

まずはココまでで目標のブースト圧になる様に調整してみましょう。
安全の為、まずは小さい数値から設定をしていきましょう。

A

kPa

どちらか動作しているモードを表示

B

右・左短押しでA/Bモードの切り替えを行います。

｢右短押し｣でレスポンス値設定(RSPが表示されます)

上下ボタンにてレスポンス値を設定

レスポンス値を
増やす

ブースト

時間

レスポンス値を増やす
ブースト

時間

レスポンス値を減らす

A

SET

RSP %

｢右短押し｣でオーバーブースト値設定(OPTが表示されます)

A

SET

kPa
OPT

P.H.

上下ボタンにてオーバーブースト値を設定

ブースト

時間

オーバーブースト値を
減らす

アクセルON

この区間のブーストは
タービン性能の最大で立ち上がります

｢右短押し｣でワーニング値設定(WRNが表示されます)

A

SET

WRN

kPa

｢右短押し｣でドロップ値設定(DROが表示されます)

A

SET

DRO

% 上下ボタンにてドロップ値を設定

上下ボタンにてワーニング値を設定

※目標のブースト圧より少し大きい数値を初期に入力しておきましょう

←→部分｢タービンの立ち上がり性能｣に
作用します。数値を大きくするとオーバー
シュート傾向となります。

ブースト制御モード

☆ブーストアップをしてみよう!!

☆ブーストが上がったことを確認したら…

ブースト設定モードでオフセット値以外の設定を使ってみよう!!

数値を決めたら｢左長押し｣で決定!

｢右短押し｣でオフセット値設定に戻ります。

(より細かい設定ができます)

より細かく
設定するには


